
【公民館図書室】 
 
社会教育法に基づいて「運営」 
公民館の活動を補助するために図書の収集・ 
貸出を行う 
＝「本を媒介として人と人の関係を作る」 
        

    

県北教育事務所 社会教育だより№4 

令和 3年 11月 22日 発行 

        
 

 
10月 6日（水）本宮市中央公民館   10月 28日（木）安達公民館 
 

 
特色ある事業や取組等を紹介します！ 

 

【本宮市中央公民館】   ○ 中学生が青少年教育事業「もとみやジュニアボランティア

協力員」「もとみやロードレース大会」運営のボランティア活

動を行うことを通して、地域社会づくりに触れる機会を設け

ています。 

○ 地区公民館との連携 

  中央公民館と白沢公民館の共催で「レディースセミナー」 

「生涯学習講座」を行っています。本宮地区と白沢地区の住 

民同士の交流が生まれ、新たなコミュニティーづくりにつな 

がっています。   

【安達公民館】     
○ 青少年体験事業「あだちチャレンジ教室」 

  安達公民館は、スポーツ活動の推進に特に力を入れている 

ことから、スポーツや文化の体験活動等を通して、子どもた 

ちに多様な体験の機会を提供しています。月 1回の定期開催 

に加え、1回限りの参加ができる会を設定することで住民の 

参加機会を増やしています。 

 

      

 
 

            図書館と公民館図書室の役割の違いは？ 
 
      
 

 

 

 

公民館訪問 

【図書館】  
 
図書館法に基づいて「設置」 
図書の収集・貸出やレファレンスサービス
を提供する 
＝「本と人との関係を作る」 
 

図書室利用者との会話を大切にする。 

公民館事業との連携を図る。     

 

 

 

⇒ 公民館図書室の可能性が広がる！ 

安達公民館での 

研究協議より  


